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　25年ぶりの参加となったサッカー。球磨郡サッカー協会

からも歓迎されて参加することができました。

　郡民体育祭のサッカーは6人制を採用しています。そこ

で地域おこし協力隊の平野貴嗣さんを中心に集まった10人

中、経験者が4人と不安もありましたが、平均年齢28.7歳と

いう若い力の結集です。

　1戦目は大会6連覇中のあさぎり町との試合となり2－

13と大敗しましたが、2戦目の山江村との試合は前半6分平

野さんのドリブル突破からのゴールにより先制。守備も相

手の攻撃をGK奥村薫寛さんと守備陣の連携で繰り返しピ

ンチを防ぎました。

　しかし疲れの見えた前半終了間際、同点ゴールを決めら

れると、後半は運動量が落ちた隙を突かれ2点を追加され1

－3とリードを奪われましたが、途中出場の木下保成さんの

ゴールで1点差に詰め寄り、さあここから反撃！と思うも終

了のホイッスル。残念惜敗してしまいました。

　25年ぶりの参加、その上、練習時間も満足に取れませんで

したが、十分な実力を示すことができ、試合後は笑顔で一杯

でした。

　　◯五木村―あさぎり町　2－13

　　◯五木村―山江村　　　2－3
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７月１日・８日に球磨郡民体育祭の後半競技が行われました。

　五木村からは例年出場しているバドミントンにバスケットボール

の他、５年ぶりにソフトボール、そして25年ぶりにサッカーが出場

することができました。

後半
結果報告

サッカー

25年ぶりの出場メンバー

相手との間に体を入れてボールカットをします

相手のゴールを目指して
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　ソフトボールは土屋幸治さんや永井雅裕さんなどが中心

となり、5年ぶりの参加に向けて練習を行いました。

　しかし、あさぎり町で行われた山江村との一回戦で、永井

さんの力投も空しく守備の乱れによる大量失点。攻撃陣も

一矢を報わんと2点を取り返しましたが…。

　勝負に負けることは悔しいことですが、ソフトボールを楽

しむことが出来たことが非常に大事なことです。来年は、

体力維持・健康維持もかねて練習を行い、より楽しいソフト

ボールを目指します。

　　◯五木村―山江村　2－13

　一年を通じて練習を行っているバスケット

ボールは多良木町民体育館で行われました。五

木村は一回戦で山江村と対戦し大接戦のすえ、

おしくも敗れましたが第2試合の湯前町との試

合では、シュート精度、運動量とも相手を圧倒し

30点差で勝利を収めました。

　バスケットボールの主将である井元淳さんは

「一年を通じて練習をしています。来年はもっ

と良い試合ができるようになりたいので、一緒

にバスケットボールをしましょう」と語ってい

ました。

　　◯五木村―山江村　32－42

　　◯五木村―湯前町　52－22

　あさぎり町高山運動公園体育館で男性9名、女性6名

が参加しました。

　男子は錦町・多良木町との予選で50代と60代の不

参加による不戦敗2敗からのスタートです。勝つため

には参加の年代で一敗もできない状況下、両試合2勝1

敗、トータル2勝3敗で敗れました。すべての年代で参

加できれば上位入賞できる力があるだけに残念です。

　女子は予選第1試合2勝0敗で山江村に勝利。第2

試合0勝2敗で球磨村に敗れましたが予選を通過。決

勝トーナメントでは水上村に0勝3敗で敗れ4位の成

績を残しました。

　また8日に行われました個人戦に五木村からは高田

栄さんと野々下優さんがペアで出場し、30歳代の男子

で優勝しました！熊本県民体育祭での活躍が期待さ

れます。

ソフトボール

バスケットボール

バドミントン

スマッシュ!

井上さんのレフト前ヒット！

レイアップシュート 羽手村さんの

3ポイントシュート!

女子が活躍したバドミントン
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むらのできごと

最優秀賞受賞　福岡 未
み く

来 さん

生涯学習講座　クイリング教室・習字教室開催

　一般社団法人　日本認知症ケア学会が主催する作

文コンクールに、全国の小・中学校の生徒たちが応募

した331点の中から、五木中学校3年の福岡未
み く

来さ

んが最優秀賞を受賞しました。

　福岡さんは、認知症について感じたことを作文に

し、「受賞の連絡をもらった時は、信じられないと思

いました。認知症の人は周りの人が支えていかない

と生活できないので、みんなで協力する必要があり

ます。」と話していました。

（習字教室）
　5月の平日夜間に習字教室が五木村役場で6人の

参加で行われました。

　本格的に習字を学ぶのは初めての方が多く、筆は

こびなど苦労されていましたが、後半は見違えるよ

うに上手になりました。秋には2回目の講座を開催

する予定です。

（ペーパークイリング教室）
　6月の平日夜間に4回に分けてペーパークイリン

グ教室を行いました。ペーパークイリングとは細い

紙を丸めて花や美しい模様を作り出す紙細工です。

講師の先生の見本である花などを見ながら参加者は

一生懸命に作業を行いました。作業に没頭して予定

時間を超えてしまうほど、皆さん熱心に取り組まれ

ていました。

　秋には第2弾のペーパークイリング教室を行えれ

ばよいと考えています。

未来をつくる子どもたちの作文コンクール

みなさんも参加して趣味を広げませんか？

認知症について感じたこと

福岡　未来（熊本県・五木中学校）

　私の祖母は認知症です。それを知ったときな

ぜ私の祖母がならなければいけなかったんだろ

うと思いました。それから1年がたち祖母は幻

覚を見るようになりました。父と母は祖母のこ

とでけんかして、私は祖母につらくあたるよう

になりました。それでも祖母は私にジュースを

くれたりします。いつか祖母にこんなことを言

いました。「あんたみたいな認知症は私の家族

じゃないし、家族ともおもえない。」と。本当は

祖母の事が好きです。でも祖母は優しくしても

分かってくれません。「外は危ないから出ない

で。」と言っても出る。祖母は言った事をすぐに

忘れます。1年前の記憶もないと思います。私

は認知症がにくいです。でも祖母をしっかり支

えていくのが私達の役目だと思います。これか

ら先、認知症がひどく進行しても私は祖母を好

きでいたいです。

最優秀
賞

最優秀賞を受賞された福岡さん
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小泉先生と語るムラの食と農

　7月6日、伝承館にて講師にくまもと「食」・「農」アドバイザーの小泉武雄先生をお招きして開催し、村内外

から51名の参加があり、五木村の食の大切さや病気にならないための食の予防法といった、食生活に係る貴

重な講習となりました。講習会後に行われた料理持ち寄り交流会では、参加者から自慢の手料理を持ってき

ていただき、皆で食べあいながら意見を交わしていました。最後に、小泉先生から講評があり、会場は大いに

盛り上がりました。小泉先生の退場の際には、参加者から大きな拍手がおくられました。

五木村食のセミナーと料理持ち寄り交流会

中央保育所から七夕飾りのプレゼント
中央保育所の園児たち

くねぶ栽培講習会
くねぶの生産促進に向けて

　6月27日に役場大会議室及び道の駅温泉セン
ター「夢唄」中庭で、くねぶ栽培講習会が開催され
ました。講師として、球磨地域振興局農業普及・振
興課の東参事から、くねぶ栽培の工程を、一つ一
つ熱心に講習していただきました。参加者も真剣
に聞き入り、質疑応答では、くねぶ栽培に対する
多数の意見が出されました。現地実習では、実際
にくねぶの原木を使い、実践的な講習が行われま
した。
　くねぶの生産促進に向けて、大きな収穫となっ
た一日になりました。

　7月3日、中央保育所の園児たちが七夕に合わ

せて、七夕飾りを届けてくれました。

　笹には、折り紙で作った色鮮やかな飾りや、願い

事の書かれた短冊が飾られていました。

　庁舎1階に飾られた七夕飾りは、役場を訪れた

人たちを楽しませています。

七夕　中央保育所

小泉先生による講習風景 大いに賑わった交流会

熱心に講習を受ける参加者

現地での実習風景
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保健だより 8月号

げんぞう会や脳いきいき教室のお問い合わせ先：

保健福祉課　TEL 37 － 2214、IP：2214

期日▶8月3日（金）、9月7日（金）

８月のげんぞう会の日程表

場　所 宮　園 三　浦 頭　地 小　鶴

期　日
 7日（火） 21日（火）  2日（木） 9日（木）

28日（火） − ※23日（木）お休み 30日（木）

時　間 開始時間　：　午前10：00　（ 9：30から受付開始 ）

場　所 平沢津 下梶原 瀬　目 平　瀬

期　日
 7日（火） 21日（火）  2日（木） 9日（木）

28日（火） − ※23日（木）お休み 30日（木）

時　間 開始時間　：　午後1：45　（ 1：15から受付開始 ）

期　日 1日（水）、8日（水）、29日（水）

場　所 保健センター 宮園交流館

時　間
受付（午前）　9：30 受付（午後）　1：00

開始（午前）10：00 開始（午後）　1：30

乳幼児健診のお知らせ

健　診 受付時間（午後） 場所 対象者

乳幼児健診 1：30〜2：00 保健センター
3・6・10ケ月、1歳2ケ月、

1歳6ケ月、3・4・5歳児

※対象者が少ないときは健診を中止する場合があります。

　その際は対象者の方に個別に日程を通知します。

介護予防教室

★注意★　頭地・瀬目地区で実施予定の8月23日㈭は、村内の健診を実施するため中止となります

★注意★　8月22日㈬は、村内の健診を実施するため中止となります

8月の脳いきいき教室の日程表

〜最近話題の脳トレを五木でも〜
テレビや講演会等で活躍中の理学

療法士　川畑智先生をお迎えして、

毎週水曜日に脳いきいき教室を開

催しています（無料）。みんなで笑

いながら、楽しく認知症予防をしま

せんか？

熱
中
症
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
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こころの健康相談

専門医の受診が難しい方、ぜひ、この機会を利用してみませんか？

熊本県人吉保健所　精神保健相談

臨床心理士が相談を受けます。

◎相談内容の秘密は固く守られます。

◎希望があれば、ご自宅に伺うこともできます。

８月 ９日（木）▶ 場所：人吉保健所

８月24日（金）▶ 場所：人吉保健所

９月13日（木）▶ 場所：人吉保健所

完全予約制です。事前に保健所担当まで連絡してください。

相談日

相談内容：物忘れ、人間関係の悩みや病気の対応など

９月20日（木）相談日

五木村　こころの健康相談

相談は、

無料です。

のどがかわく前に水分摂取を！
〜熱中症にご注意ください〜

　「熱中症」とは、高温多湿な環境に長くいることで、徐々に体内の水分や塩分のバラン

スが崩れ、体内に熱がこもった状態のことをいいます。屋外だけでなく、室内で何もし

ていなくても発症し、重篤な場合は、救急搬送されたり、死亡することもあります。

　なお、熱中症患者の半数は65歳以上の高齢者です。高齢者は暑さや水分不足に対す

る感覚機能や、体温調整の機能が低下しているので特に注意が必要です。

専門の医師が相談を受けます。

 保健福祉課　TEL 37－2214　IP：2214お問い合わせ先

人吉保健所保健予防課　TEL 22 － 5289お問い合わせ先

◇暑いときは、我慢せずに扇風機やエアコンで温度調節を

◇外出時には、日傘や帽子を着用し、天気のよい日には日中の外出をできるだけ控える

◇室内でも、のどの渇きを感じる前に、こまめに水分・塩分を補給する

◇通気性や吸湿性のよい服を着て、熱がこもるときは保冷剤や冷たいタオルなどで体を冷やす

◇めまい、立ちくらみ、手足のしびれ、気分が悪い

◇頭痛、吐き気、倦怠感、虚脱感、いつもと様子が違う

◇重症になると・・・返事がおかしい、意識消失、けいれん、からだが熱い　など

◇エアコンが効いている室内や、風通しのよい日陰など、涼しい場所へ避難を

◇衣服をゆるめ、からだを冷やす（特に首の周り、わきの下、足の付け根など）

◇水分・塩分・経口補水液※などを補給する　　※水に食塩とブドウ糖を溶かしたもの。

　自力で水が飲めない、意識がない場合は、すぐに救急車を呼びましょう。

予　防

症　状

対　応

熱中症を予防するには

こんな症状がでたら要注意！

熱中症が疑われる人を見かけたら・・・

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
行
い
ま
し
ょ
う
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Itsuki VillageNews

日 月 火 水 木 金 土

1 2

（総合診療科） 

田浦

（歯科） 

鹿大Dr

（外　科） 

外科Dr

（歯科） 

鹿大Dr

（総合診療科） 

早川

（歯科） 

鹿大Dr

（血液内科） 

樅田

（歯科） 

鹿大Dr

（総合診療科） 

田浦

（歯科） 

鹿大Dr

（外　科） 

外科Dr

（歯科） 

鹿大Dr

（総合診療科） 

早川

（歯科） 

鹿大Dr

（代謝内分泌内科） 

大礒

（歯科） 

鹿大Dr

（外　科） 

外科Dr

（歯科） 

鹿大Dr

（総合診療科） 

早川

（歯科） 

鹿大Dr

（血液内科） 

樅田

（歯科） 

鹿大Dr

（外　科） 

外科Dr

（歯科） 

鹿大Dr

（総合診療科） 

早川

（歯科） 

鹿大Dr

（代謝内分泌内科） 

大礒

（歯科） 

鹿大Dr

17 18 22

29

16 19 2120

24 2523/30 26 2827

Itsuki VillageNews

01
診療所担当医師予定表

※都合により担当医師が変更となる場合もあります。9月

人吉医療センター〔予約センター〕月曜日〜金曜日・午前 9 時〜午後 5 時

【予約時】TEL 22−1900　　【救急時】TEL 22−2191

（TEL 37−2008　IP：2008）

平成30年

5月診療分

件数 保険者（五木村）負担額 前月比

入　　院 6 2,474,020 円 +32.56％

外　　来 310 3,298,097 円 +0.69％

調　　剤 120 995,135 円 −6.55％

食事・生活療養費 6 73,289 円 −2.81％

その他療養費 4 19,026 円 +128.40％

合　　計 446 6,859,567 円 +9.05％

5 月末国保被保険者数 １人当たり保険者負担額（月額） 前月比

250 人 27,438 円 +10.79％

今月は医療費が若干増加しています。入院費の増加が影響しているようです。

今後、さらに暑くなります。室内にいても体調を崩す場合もありますので、冷房等

を使用して、体調管理に努めてください。

1

3 4 82 65 7

10 11 159 12 1413

〈診療所を受診される方へ〉

待ち時間を少なくするため、予約受付を行っています。医師は、患者搬送のために

救急車に同乗したり、往診の為不在の場合があります。受診される場合は、必ず予

約してお越しください。

Itsuki VillageNews

02
国民健康保険医療費の状況

熱
中
症
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
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村からのお知らせ

Itsuki VillageNews

04
８月の人吉市の休日当番医のお知らせ

当番医が変更する場合がありますので、必ず電話で確認をして受診してください。

※球磨郡医師会の８月の休日当番医は先月の広報誌をご覧ください。

　なお、不明の場合は保健福祉課までご連絡ください。

 保健福祉課　TEL 37－2214　IP：2214お問い合わせ先

 保健福祉課　TEL 37－2214　IP：2214お問い合わせ先

日付 曜日 医療機関 電話番号

5 日 日

愛甲産婦人科麻酔科医院 22−4020

浜田医院 22−3415

人吉医療センター 22−2191

11 日 土
伊津野医院 22−3066

掛井眼科医院 22−3383

12 日 日

医療法人つばめ　河野産婦人科医院 24−3838

岡医院 22−3371

たかはし小児科内科医院 24−2222

19 日 日
願成寺ごんどう医院 22−4700

小林脳神経外科 24−8331

26 日 日

球磨病院 22−3121

手塚病院 22−5271

増田クリニック小児科 22−3570

日付 曜日 医療機関 電話番号 小児科医療機関 電話番号

2 日 日
犬童耳鼻咽喉科 43−0777

たかはし小児科内科医院 24−2222
脳神経外科小林クリニック 38−5670

9 日 日
犬童内科胃腸科医院 45−1125

公立多良木病院小児科 42−2560
緒方医院 35−0131

16 日 日
こんどう整形外科 45−6555

やまむら医院 45−0005
たかの眼科 47−2550

17 日 月
宮原医院 42−2082

人吉医療センター小児科 22−2191
岩井クリニック 49−2181

23 日 日
そのだ医院 43−2063

増田クリニック小児科 22−3570
権頭医院 36−0008

24 日 月
古城クリニック 44−0321

たかはし小児科内科医院 24−2222
高田内科医院 38−3677

30 日 日
渡辺医院 42−2541

やまむら医院 45−0005
田中医院 38−0061

Itsuki VillageNews

03
9月の球磨郡の休日当番医のお知らせ

当番医が変更する場合がありますので、必ず電話で確認をして受診してください。

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
行
い
ま
し
ょ
う

Itsuki Village Public Relations   2018.89



Itsuki VillageNews

場　所 期　日 相談時間

人吉市東西コミュニティセンター
 6日（月）・13日（月）

20日（月）・27日（月）
　午前 9 時〜

　　　午後 5 時錦町社会福祉協議会（温泉センター）  8日（水）・22日（水）

多良木町役場  1日（水）・15日（水）・29日（水）

【問い合わせ先・予約先】　 八代年金事務所　お客様相談室　TEL 0965－35－6123

　　　　　　　　　　　　住民税務課　　　　　　　　　　TEL 37－2213（IP2214）

〜国民年金保険料の「後納制度」について〜

国民年金保険料は、納付期限から2年を過ぎると時効により納付することができません。

しかしながら、法律改正による時限措置として、過去5年以内に納め忘れた国民年金保険料

を納付することができる「後納制度」が平成27年10月から平成30年9月までの3年間に限り

実施されています。

後納制度を利用することで年金額を増やすことや、年金の受給ができなかった方が受給資

格を得られることがあります。

後納制度を利用するには、申込みが必要です。

詳しくは、「ねんきん加入者ダイヤル」（0570-003-004）または八代年金事務所（0965-35-

6123）へお問い合わせください。

Itsuki VillageNews

05
八代年金事務所・年金出張相談（８月）

相談会場の待ち時間が長時間に及ぶことが予想されます。必ず予約をしてください。

Itsuki VillageNews

06
　いじめ、暴力、虐待、体罰等、子どもをめぐるさまざまな人権問題について、悩んでいる方は、

まず専用相談電話にお電話ください。

　相談内容についての秘密は厳守します。　　　（法務省人権擁護局・全国人権擁護委員連合会）

※強化週間以外は、熊本地方法務局（平日 8：30 〜 17：15）でも同じ専

用相談電話で相談に応じています。

受付時間：午前8時30分から午後7時まで

　　　　　ただし、土曜日・日曜日は午前10時から午後5時まで

「子どもの人権110番」 0120－007－110（フリーダイヤル）

８月29日（水）～９月４日（火）

全国一斉「子どもの人権110番」強化週間です！

熱
中
症
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

10広報いつき８月号2018.8



村からのお知らせ

　現在、休日や夜間に救急医療機関への受診が増え、緊急性の高い重症の患者

さんの治療に支障をきたしています。必要な方が安心して医療が受けられるよ

うに、医療機関等を受診する際には、下記のことに留意しましょう。

　自宅などにできたハチの巣を自分で駆除するときに、防護服

の貸し出しを行います。

　事前に予約の電話をして、保健福祉課窓口へお越しください。

　尚、料金は無料で、貸出期間は原則 3日間程度です。

　但し、駆除に使う殺虫剤等は、個人で準備をしてください。

献血は命が救える身近なボランティアです。

皆様のご協力をよろしくお願いします。

期　　日　　9月5日（水）
場　　所　　五木村保健福祉総合センター

受付時間　　午後 2時〜午後 4時

●体調がすぐれない場合は、軽い症状でも昼間の診療時間内に受診しておきましょう。休日や夜間に救

急外来を受診することは、重症の患者さんへの対応が遅れてしまう心配があるだけではなく、医師の負

担が増え、医療費も割増料金で高くなります。

●かかりつけの医師を持ち、気になることがあったら、早めに相談しましょう。

●同じ病気で複数の医療機関を受診することは、医療費を増やすだけでなく、重複する検査や投薬によ

り、かえって体に悪影響をあたえてしまう心配もあります。今受けている治療に不安などがあるときに

は、そのことを医師に伝えて相談してみましょう。

●後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と同等の効能・効果を持ち、費用も安くすみます。ジェ

ネリック医薬品を希望する場合は「ジェネリック医薬品希望カード」を医療機関や薬局に提示し、利用

について相談しましょう。

●薬には副作用があります。複数の薬を使用する場合は、飲み合わせによって副作用が強くでることも

あります。お薬手帳の活用などにより、既に処方されている薬を医師や薬剤師に伝え、飲み合わせには

注意しましょう。また、薬が余っている場合は、医師や薬剤師に相談しましょう。

Itsuki VillageNews

07 医療機関の適正受診についてのお願い
国保・後期高齢者医療の被保険者の方へ

Itsuki VillageNews

08

Itsuki VillageNews

09

ハチ駆除用防護服を貸し出します

「献血」のお知らせ

 保健福祉課　TEL 37－2214　IP：2214お問い合わせ先

 保健福祉課　TEL 37－2214　IP：2214お問い合わせ先

 保健福祉課（献血担当：中村）　TEL 37－2214　IP：2214お問い合わせ先

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
行
い
ま
し
ょ
う

Itsuki Village Public Relations   2018.811



Itsuki VillageNews

心配ごと・無料法律相談会
人吉球磨地域にお住まいの全ての方を対象とした

受付時間：午後 1 時〜午後 4 時（予約不要ですが、予約があれば優先します）

№ 月 地　域 開催日 場　　所 お問合せ先

1 8月 五木村 8月17日（金） 五木村保健福祉総合センター
五木村　保健福祉課

0966－37－2214

2 9月 相良村 9月13日（木）
相良村ふれあいセンター

（相良村役場横）

相良村　総務課

0966－35－0211

3 11月 湯前町 11月15日（木） 湯前町保健センター
湯前町保健センター

0966－43－4112

4 1月 あさぎり町 1月17日（木）
ポッポー館

（あさぎり町商工コミュニティセンター）

あさぎり町 商工観光課

0966－49－9211

5 2月 水上村 2月15日（金） 水上村保健センター
水上村 総務課

0966－44－0311

6 3月 球磨村 3月14日（木）
球磨村コミュニティセンター

「清流館」

球磨村　住民福祉課

0966ー32－1112

人吉・球磨生活支援ネットワーク
（「人吉・球磨生活支援ネットワーク」は、人吉球磨地域の自治体と社会福祉協議会の相談担当者で構成する任意の団体です。）

協 力 熊本県、熊本県弁護士会、熊本県司法書士会、熊本県青年司法書士会

臨床心理士による

「こころの健康相談」

もあります。

主 催

相続、借金問題、土地家屋などの

日常生活に関わる心配ごとについて、

ひとりで悩まず、ご相談ください。

Itsuki VillageNews

1 1

Itsuki VillageNews

10
あなたのブロック塀は安全ですか？
　ブロック塀について、以下の項目を点検し、ひとつでも不

適合があれば危険なので改善しましょう。

　まず外観で 1〜 5をチェックし、ひとつでも不適合がある

場合や分からないことがあれば、専門家に相談しましょう。

出典 ： パンフレット「地震からわが家を守ろう」
　　　日本建築防災協会　2013.1 より一部改

□ 1. 塀は高すぎないか
　　・塀の高さは地盤から 2.2m 以下か。

□ 2. 塀の厚さは十分か
　　・塀の厚さは 10cm 以上か。
　　　（塀の高さが 2m 超 2.2m 以下の場合は 15cm 以上）

□ 3. 控え壁はあるか。（塀の高さが 1.2m 超の場合）
　　・塀の長さ 3.4m 以下ごとに、塀の高さの 1/5 以上突
　　　出した控え壁があるか。

□ 4. 基礎があるか
　　・コンクリートの基礎があるか。

□ 5. 塀は健全か
　　・塀に傾き、ひび割れはないか。

＜専門家に相談しましょう＞

□ 6. 塀に鉄筋は入っているか
　　・塀の中に直径 9mm 以上の鉄筋が、縦横とも 80cm
　　　間隔以下で配筋されており、縦筋は壁頂部および基
　　　礎の横筋に、横筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けされて
　　　いるか。
      ・基礎の根入れ深さは 30cm 以上か。 
　　　（塀の高さが 1.2m 超の場合）

ひび割れ

鉄筋

厚さ

高さ

控え壁

根入れ

 建設課　TEL 37－2017　IP：2017お問い合わせ先

熱
中
症
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
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INFORMATION

半
壊
の
罹
災
証
明
書
の
交
付
世
帯

で
解
体
し
た
世
帯
、
法
に
基
づ
く

長
期
避
難
世
帯
を
対
象
に
、
次
の

４
つ
の
支
援
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

・
リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
利
子
助
成

・
自
宅
再
建
利
子
助
成

・
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
費
助
成

・
転
居
費
助
成

　

ま
た
、新
た
な
支
援
策
と
し
て
、

「
保
証
人
不
在
被
災
者
支
援
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

県
す
ま
い
対
策
室

☎
０
９
６-
３
３
３-

２
８
２
１

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

県
で
は
高
校
生
の
授
業
料
以
外

の
教
育
費
の
支
援
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。
本
給
付
金
は
返
済
の
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
対
象
者

　

 

７
月
１
日
に
在
学
中
の
高
校
生

の
保
護
者
で
、
次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
方
で
す
。

　

①
県
内
在
住

　

②
住
民
税
所
得
割
非
課
税
ま
た

　
　

は
生
活
保
護
受
給
世
帯

　

詳
細
は
下
記
の
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

国
公
立
…
県
高
校
教
育
課

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
６
７
５

私
立
…
県
私
学
振
興
課

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
０
６
４

　

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」

（
市
町
村
振
興 

第
７
５
４
回
全
国

自
治
宝
く
じ
）
と
、「
サ
マ
ー
ジ
ャ

ン
ボ
ミ
ニ
」（
市
町
村
振
興 

第

７
５
５
回
全
国
自
治
宝
く
じ
）が
、

７
月
９
日
（
月
）
か
ら
８
月
３
日

（
金
）
ま
で
、
宝
く
じ
売
り
場
で
発

売
中
で
す
。

　

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」

と
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」
は
、

市
町
村
振
興
く
じ
と
し
て
発
売
さ

れ
、
そ
の
収
益
金
は
、
本
村
を
含

む
県
内
の
市
町
村
の
振
興
の
た
め

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
の
購
入
を
通
じ
て
、
村

づ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
度
を
も
っ
て
閉
校
と
な
る

多
良
木
高
校
の
、
創
立
か
ら
97
年

に
わ
た
る
歴
史
を
集
約
し
た
「
記

念
誌
」を
発
行
し
ま
す
。 

　

多
良
木
高
校
の
歴
史
や
懐
か
し

い
写
真
で
学
生
時
代
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
多
良
木
高
等
学
校
閉
校
記
念
誌
】 

　

◯
金
額　

３
，０
０
０
円

　
　
　
　

（
税
込
み
・
送
料
込
み
） 

　

◯
申
込
方
法　

郵
便
振
替 

　

【
口
座
名
】

　
　

多
良
木
高
等
学
校

　
　
　
　

創
立
90
周
年
記
念
事
業 

　

【
口
座
番
号
】

　
　

０
１
７
６
０
４
９
１
０
７
３ 

　

※
記
載
い
た
だ
い
た
ご
住
所
に

　
　

送
付
さ
れ
ま
す 

▼
問
い
合
わ
せ
先

記
念
誌
担
当
者　

松
原
知
弘

☎
０
９
０-

７
５
３
２-

６
０
７
７ 

申
込
締
切　

８
月
31
日（
金
） 

発
刊
日　

平
成
31
年
３
月（
予
定
）

▼
試
験
の
種
類

① 

高
等
学
校
卒
業
程
度
（
一
般
事

務
、
警
察
事
務
、
教
育
事
務
、
一

般
土
木
、農
業
土
木
、林
業
）

② 

免
許
資
格
職（
保
育
士
、学
校
図

書
館
事
務
、臨
床
検
査
技
師
、看

護
師
）

③
警
察
官
Ｂ

④ 

身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
す
る

職
員
採
用
選
考
試
験
（
一
般
事

務
、警
察
事
務
、教
育
事
務
）

▼
申
込
受
付
期
間

　

８
月
３
日（
金
）〜
８
月
24
日（
金
）

（
当
日
消
印
有
効
）

▼
第
１
次
試
験
日

　

①
〜
②　

９
月
23
日（
日
）

　

③　

10
月
14
日（
日
）

　

④　

10
月
21
日（
日
）

　

※ 

受
験
資
格
や
受
験
申
込
書
の

配
布
場
所
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
県
人

事
委
員
会
事
務
局
総
務
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
７
３
３

 

熊
本
県
職
員
採
用
ガ
イ
ド 

検
索

　

最
近
は
、
観
光
地
や
街
角
な
ど

で
外
国
人
観
光
客
を
見
か
け
る
こ

と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

観
光
客
に「
◯
◯
市（
町
・
村
）に

来
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
観
光
バ
ス
や
観
光

客
の
姿
を
見
か
け
た
ら
、
笑
顔
で

手
を
振
っ
て
み
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
せ
ん
か
。

　

是
非
、
皆
様
の
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

 

球
磨
地
域
振
興
局
総
務
振
興
課

☎
２
４-

４
１
１
２

　

県
で
は
、
応
急
仮
設
住
宅
の
入

居
世
帯
、
全
壊
ま
た
は
大
規
模
半

壊
の
罹
災
証
明
書
の
交
付
世
帯
、

◯C 2010 熊本県くまモン

熊
本
地
震
に
お
け
る
す
ま
い

の
再
建
に
向
け
た
支
援
策

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

〜
熊
本
県
奨
学
の
た
め
の

　
給
付
金
〜

多
良
木
高
校
「
記
念
誌
」
の

発
刊
に
つ
い
て

 
お
知
ら
せ

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
」
と
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
」
発
売
の
お
知
ら
せ

よ
う
こ
そ
ス
マ
イ
ル
運
動

「
お
も
て
な
し
」
の
心
を
持
ち
、
笑
顔

で
手
を
振
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

熊
本
県
職
員
・
警
察
官
の

採
用
試
験
な
ど
を
実
施
し

ま
す
！

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
行
い
ま
し
ょ
う
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▼
試
験
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員
等

◯
区
分
…
高
等
学
校
卒
程
度

◯
職
種
…
一
般
事
務

◯
採
用
予
定
数
…
４
人
程
度

▼
受
験
資
格

①
高
等
学
校
卒
程
度（
一
般
事
務
）

　

 

昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者

②
次
の
１
つ
に
該
当
す
る
者
は
、

　

受
験
で
き
な
い
。

ア　

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

イ　

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐

　
　

人
（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）

ウ　

禁き

ん

こ錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら

　
　

 

れ
、
そ
の
執
行
の
終
わ
る
ま

で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る

こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

エ　

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
職

　
　

 

員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分

を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か

ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

オ　

日
本
国
憲
法
の
施
行
の
日
以

　
　

 

後
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法

又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政

府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と

を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の

団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ

に
加
入
し
た
者

▼
受
験
手
続

①
受
付
期
間

　

 

７
月
23
日
㈪
か
ら
８
月
10
日
㈮

ま
で
（
土
曜
日
、
日
曜
日
を

除
く
）

　

受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分

　

か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

 

郵
送
の
場
合
は
、
８
月
10
日
㈮

ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限

り
受
け
付
け
る
。

②
申
込
先

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
総
務
課

☎
２
３-
３
０
８
０

所
在
地
…
〒
８
６
８-

０
０
８
５

熊
本
県
人
吉
市
中
神
町
字
城
本

１
３
４
８
番
地
１

ア
ク
ア
パ
ー
ク
（
汚
泥
再
生
処
理

セ
ン
タ
ー
内
）

③
申
込
手
続

【
持
参
・
郵
送
で
申
込
む
場
合
】

　

 

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
発
行

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
前
記
申
込
先
に
郵
送

又
は
持
参
す
る
こ
と
。

　

 

郵
送
す
る
場
合
は
、
受
験
票
の

返
信
用
と
し
て
82
円
切
手
を

貼
っ
た
封
筒
（
宛
先
、
郵
便
番

号
を
明
記
）
を
同
封
し
、
表
に

「
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
職

員
採
用
試
験
申
込
」
と
朱
書
し

た
封
筒
に
入
れ
て
必
ず
簡
易
書

留
郵
便
に
し
て
、
送
付
す
る

こ
と
。

　

 

持
参
す
る
場
合
は
、
受
験
票
の

返
信
用
と
し
て
82
円
切
手
を

貼
っ
た
封
筒
（
宛
先
、
郵
便
番

号
を
明
記
）を
持
参
す
る
こ
と
。

④
申
込
用
紙
の
請
求

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
場
合
】

　

 

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し

て
試
験
案
内
と
申
込
書
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
。

【
直
接
取
り
に
行
く
場
合
】

　

 

申
込
用
紙
は
、
人
吉
球
磨
広
域

行
政
組
合
総
務
課
に
用
意
し
て

い
る
。

【
郵
送
に
よ
り
請
求
す
る
場
合
】

　
 

郵
送
に
よ
り
請
求
す
る
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
「
人
吉
球

磨
広
域
行
政
組
合
職
員
採
用

試
験
申
込
請
求
」
と
朱
書
し
、

１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先

明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
の

う
え
、
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組

合
総
務
課
へ
請
求
す
る
こ
と
。

⑤
受
験
票
の
交
付

【
持
参
・
郵
送
で
申
込
む
場
合
】

　

申
込
者
に
は
受
験
票
を
交
付

　

す
る
。

　

 

郵
便
に
よ
る
申
込
者
に
は
受
験

票
を
郵
送
す
る
が
８
月
17
日
ま

で
に
受
験
票
が
届
か
な
い
と
き

は
、
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組

合
総
務
課
に
問
い
合
わ
せ
る

こ
と
。

▼ 

試
験
の
日
時
及
び
場
所

◯
試
験
…
第
一
次
試
験

【
日
時
】

　

９
月
16
日
㈰　

午
前
８
時
30
分

【
試
験
地
】

　

球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町

【
試
験
場
】

　

熊
本
県
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
立

　

あ
さ
ぎ
り
中
学
校

【
合
格
発
表
】

　

 

10
月
下
旬
合
格
者
の
み
に
通
知

す
る
ほ
か
人
吉
球
磨
広
域
行
政

組
合
掲
示
板
に
て
掲
示
す
る
。

◯
試
験
…
第
二
次
試
験

【
日
時
】

　

11
月
中
旬
の
予
定

【
試
験
地
】
人
吉
市

【
試
験
場
】

　

別
途
、
第
１
次
合
格
者
に
通
知

　

す
る
。

【
合
格
発
表
】

　

 

12
月
下
旬
合
格
者
、
不
合
格
者

と
も
に
通
知
す
る
ほ
か
、
人
吉

球
磨
広
域
行
政
組
合
掲
示
板
に

掲
示
す
る
。

（
注
）
第
１
次
試
験
の
際
は
、
受

験
票
と
筆
記
用
具（
Ｈ
Ｂ
の
鉛
筆
・

消
し
ゴ
ム
等
）
及
び
上
履
き
を
持

参
す
る
こ
と
。
な
お
、
時
計
を
持

参
す
る
場
合
は
、
計
時
機
能
だ
け

の
も
の
に
限
る
。

⑴
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員
等

▼
職
種
…
一
般
事
務

▼
採
用
予
定
人
員
…
１
人
程
度

⑵
受
験
資
格

▼
区
分
…
大
学
卒
業
程
度

▼
年
齢
等
要
件

　

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
で
、
４
年
制
大
学
卒
業
程
度
の

学
力
を
有
す
る
者

▼
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

は
、
受
験
で
き
な
い
。

ア　

日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

イ　

 

成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保

佐
人
（
民
法
改
正
の
経
過
措

置
と
し
て
の
準
禁
治
産
者
を

含
む
。）

ウ　

 

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又

は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

市
町
村
職
員
共
済
組
合
職

員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す

↑

熱
中
症
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
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INFORMATION

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
職

員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す

▼
試
験
の
区
分
（
職
種
）

　

一
般
職
員（
消
防
）　

採
用
試
験

▼
採
用
予
定
人
員

　

一
般
職
員（
消
防
）　

３
名
程
度

　

※
採
用
予
定
数
３
名
程
度
の
う

　

ち
、
救
急
救
命
士
枠
１
名
を

　

予
定

▼
採
用
予
定
年
月
日

　

平
成
31
年
４
月
１
日
の
予
定

▼
採
用
後
の
勤
務
地

　

消
防
本
部
、
中
央
消
防
署
（
人

吉
市
）、
東
分
署
（
錦
町
）、
西
分

署（
球
磨
村
）、北
分
署（
五
木
村
）、

中
分
署
（
相
良
村
）

▼
受
付
期
間

　

７
月
23
日
㈪
か
ら
８
月
10
日
㈮

ま
で（
※
持
参
の
場
合
は
、土
日
を

除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。）

郵
送
の
場
合
は
、
８
月
10
日
㈮
ま

で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受

け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
受
け
付
け
は
認
め
な
い
の
で
、

持
参
す
る
か
又
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
受
験
資
格

①
学
歴
…
高
等
学
校
卒
業（
見
込
）

　

 

者
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

歴
を
有
す
る
者
。

②
年
齢
…
昭
和
63
年
４
月
２
日
か

　

 

ら
平
成
13
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者
（
平
成
31
年
４
月

１
日
現
在
で
、
満
18
歳
以
上
31

歳
未
満
の
者
）

③
身
体（
ア
〜
ウ
に
つ
い
て
は
、お

　

 

お
む
ね
の
基
準
で
あ
り
、
こ
の

基
準
未
満
で
も
受
験
で
き

ま
す
）

ア　

身
長
…
男
性
１
６
０
㎝
以
上
、

　
　

女
性
１
５
５
㎝
以
上

イ　

胸
囲
…
身
長
の
２
分
の
１

　
　

以
上

ウ　

体
重
…
男
性
50
㎏
以
上
、
女

　
　

性
45
㎏
以
上

エ　

視
力
…
両
眼
と
も
1.0
以
上　

　
　

（
矯
正
視
力
を
含
む
）で
弁
色

　
　

力
完
全
で
あ
る
こ
と

オ　

聴
力
…
左
右
正
常
で
あ
る

　
　

こ
と

カ　

そ
の
他
消
防
吏
員
と
し
て
職

　
　

務
遂
行
上
支
障
が
な
い
者

④
受
験
の
欠
格
…
日
本
国
籍
を
有

　

 

し
な
い
者
及
び
地
方
公
務
員
法

第
16
条
に
規
定
す
る
欠
格
条
項

に
該
当
す
る
者
は
、
こ
の
試
験

を
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
住
所
等
…
採
用
後
、
人
吉
下
球

　

 

磨
消
防
組
合
管
内（
人
吉
市
、錦

町
、
相
良
村
、
五
木
村
、
山
江
村

及
び
球
磨
村
）
に
居
住
で
き

る
者
。

▼
受
験
手
続

①
申
込
方
法

　

消
防
本
部
人
事
教
養
課
に
備
え

付
け
の「
採
用
試
験
申
込
書
・
受
験

票
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、写
真

（
申
込
３
か
月
以
内
に
写
し
た
も

の
）を
貼
っ
て
、申
込
先
に
持
参
又

は
郵
送
し
て
下
さ
い
。

　

郵
送
す
る
場
合
は
必
ず
簡
易
書

留
に
し
て
、封
筒（
Ａ
４
用
紙
が
入

る
大
き
さ
）の
表
左
隅
に「
採
用
試

験
申
込
書
」
と
朱
書
き
し
て
送
付

く
だ
さ
い
。

②
申
込
先

〒
８
６
８
‐
０
０
８
３

熊
本
県
人
吉
市
下
林
町
１
番
地

人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
消
防
本
部

人
事
教
養
課　

宛
て

③
申
込
書
の
請
求

　

申
込
用
紙
は
、
消
防
本
部
人
事

教
養
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
申

込
書
・
受
験
票
（
要
綱
含
む
）
を
郵

送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
Ａ
４
の

用
紙
が
入
る
程
度
の
封
筒
に
送
付

先
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、１
２
０

円
切
手
を
貼
っ
て
同
封
し
、
受
験

職
種
及
び
請
求
部
数
を
記
入
の
う

え
申
込
先
宛
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
請
求
部
数
に
よ
っ
て
切

手
代
が
次
の
よ
う
に
異
な
り
ま
す
。

（
※
２
〜
４
部
（
１
４
０
円
）、
５

〜
６
部
（
２
０
５
円
）、
７
〜
11
部

（
２
５
０
円
）、
12
〜
23
部（
３
８
０

円
））

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
場
合
は
、
人
吉
下
球

磨
消
防
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
し
、
試
験
要
綱
と
申
込

書
及
び
受
験
票
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
。
な
お
、申
込
書（
Ａ
４

サ
イ
ズ
）
及
び
受
験
票
（
Ａ
５
サ

イ
ズ
）
に
使
用
す
る
用
紙
は
厚
紙

（
１
１
０
Ｋ
）
で
印
刷
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
受
験
票
の
交
付

　

受
付
期
間
終
了
後
に
郵
送
し
ま

す
。
８
月
24
日
㈮
ま
で
に
届
か
な

い
場
合
は
、
消
防
本
部
人
事
教
養

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

代
表
電
話

☎
２
２-

５
２
４
１

が
な
く
な
る
ま
で
の
者

エ　
 

日
本
国
憲
法
の
施
行
の
日
以

後
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法

又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政

府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と

を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の

団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ

に
加
入
し
た
者

⑶
受
験
手
続

▼
受
付
期
間

　

８
月
27
日
㈪
か
ら
９
月
14
日
㈮

ま
で（
土
曜
日
、日
曜
日
を
除
く
。）

　

受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
正
午
か
ら

午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）

　

郵
送
の
場
合
は
、
９
月
14
日
㈮

午
後
５
時
ま
で
に
共
済
組
合
総
務

課
へ
必
着
し
た
も
の
で
、
書
類
が

完
備
し
て
い
る
も
の
に
限
り
受
け

付
け
る
。

▼
申
込
先

　

熊
本
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

　

総
務
課

☎
０
９
６-

３
６
５-

１
９
０
０

（
内
線
３
１
１
・
３
１
２
）

所
在
地
…
〒
８
６
２-

０
９
１
１

熊
本
市
東
区
健
軍
一
丁
目
５
番
３

号
（
熊
本
県
市
町
村
自
治
会
館
別

館
３
階
）

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
行
い
ま
し
ょ
う
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人
吉
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の

方
を
対
象
と
し
て
、
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
事
業
者
の

方
に
関
係
の
あ
る
制
度
で
す
の
で
、

是
非
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎ 

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
は
、

来
年
10
月
１
日
か
ら
の
消
費
税

率
の
10
％
へ
の
引
上
げ
と
同
時

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

◎ 

軽
減
対
象
品
目
の
取
扱
い
が
あ

る
消
費
税
の
課
税
事
業
者
の
方

だ
け
で
な
く
、例
え
ば
、会
議
費

や
交
際
費
と
し
て
飲
食
料
品
等

を
購
入
す
る
事
業
者
の
方
や
消

費
税
の
免
税
事
業
者
の
方
も
、

取
扱
商
品
の
適
用
税
率
の
確
認

や
適
用
税
率
ご
と
の
区
分
経
理

な
ど
、
制
度
の
実
施
に
向
け
た

準
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
開
催
日
時
・
会
場
等
】

▼
日
時
…
９
月
５
日
㈬

　

15
時
00
分
〜
16
時
30
分

▼
会
場

　

熊
本
県
球
磨
地
域
振
興
局

　

２
階
大
会
議
室

　

（
人
吉
市
西
間
下
町
８
６-

１
）

▼
備
考
…
座
席
数
１
０
０
席
・

　

要
事
前
申
込
み
・
駐
車
場
な
し

▼
日
時
…
９
月
６
日
㈭

　

15
時
00
分
〜
16
時
30
分 

▼
会
場

　

あ
さ
ぎ
り
町
深
田
校
区
公
民
館

「
せ
き
れ
い
館
」２
階
中
会
議
室

あ
さ
ぎ
り
町
深
田
西
９
５
５
―
１

▼
備
考
…
座
席
数
70
席
・

　

要
事
前
申
込
み
・
駐
車
場
あ
り

◎ 

会
場
の
席
数
に
限
り
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
参
加
の
際
は
８
月

24
日
㈮
17
時
ま
で
に
、
左
記
の

窓
口
へ
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

▼
申
込
み
・
お
問
合
せ
窓
口　

　

人
吉
税
務
署　

総
務
課

☎
２
３-

２
３
１
１　

（
内
線
22
）

※ 

税
務
署
に
ご
連
絡
の
際
は
、
税

務
署
の
電
話
番
号
に
お
掛
け
い

た
だ
い
た
後
、
自
動
音
声
案
内

に
従
っ
て「
２
」を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

　

県
で
は
、
健
康
に
配
慮
し
た
食

事
提
供
な
ど
を
行
う
「
く
ま
も
と

健
康
づ
く
り
応
援
店
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
応
援
店
に
は
、
県
か

ら
指
定
書
や
の
ぼ
り
旗
を
交
付
し
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
な
ど
で
お
店
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

▼
対
象

　

飲
食
店
、弁
当
・
惣
菜
店
な
ど

▼
要
件

　

栄
養
成
分
表
示
な
ど
の
ベ
ー
ス

項
目
か
ら
１
つ
以
上
取
り
組
む
こ

と
。
そ
の
他
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
項
目

あ
り
。

▼
募
集
期
間

　

10
月
31
日
㈬
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ

　

人
吉
保
健
所

　

☎
２
２-

３
１
０
８

パ
ソ
コ
ン
資
格
取
得
科

▼ 

受
講
対
象
…
身
体
（
聴
覚
・
上

肢
・
下
肢
・
内
部
）、精
神
、発
達
、

難
病
、高
次
脳
機
能

▼
定
員
…
８
名

▼ 

内
容
…
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
と
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
操
作
技
能
を

習
得
し
、
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル

の
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間
…

　

８
月
13
日
㈪
か
ら
９
月
28
日
㈮

ま
で

▼
訓
練
期
間
…

　

平
成
30
年
11
月
１
日
㈭
か
ら
平

成
31
年
１
月
31
日
㈭
ま
で

（
３
カ
月
間
）

▼
経
費
…

　

テ
キ
ス
ト
代
１
０
，０
０
０
円

（
税
込
み
）程
度

▼
訓
練
場
所
…

　

八
代
市
新
町
５
番
20
号

　
（
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
内
）

　

有
限
会
社
熊
本
オ
ー
エ
ー
開
発

　

※
実
施
事
業
所

▼
問
い
合
わ
せ
先
…

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨

☎
２
４-

８
６
０
９

く
ま
も
と
健
康
づ
く
り
応

援
店
の
募
集

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と

し
た
職
業
訓
練
生
の
募
集

（
受
講
料
無
料
）

 

募
集

軽減税率制度の実施について

平成31年（2019年）10月１日から

消費税の軽減税率制度が実施されます

平成31年（2019年）10月1日から、消費税及び地方消費税の税率が８％

から10％に引き上げられ、同時に消費税の軽減税率制度が実施されます。

飲食料品
飲食料品とは、食品表示法に規定する食品（酒類を除きま

す。）をいい、一定の一体資産を含みます。外食やケータリ

ング等は、軽減税率の対象品目には含まれません。

新　聞

軽減税率の対象となる新聞とは、一定の題号を用い、政治、

経済、社会、文化等に関する一般社会的事実を掲載する週２

回以上発行されるもので、定期購読契約に基づくものです。

全
て
の
事
業
者

飲食料品の売上げ・仕入れの両方
がある課税事業者の方

売上げや仕入れについて、取引ごとの税

率により区分経理を行うことや、区分記

載請求書等を交付する必要があります。

飲食料品の売上げがなくても、飲食料品
の仕入れ（経費）がある課税事業者の方

仕入れ（経費）について、取引ごとの税率

により区分経理を行う等の対応が必要と

なります。

免 税 事 業 者 の 方
課税事業者と取引を行う場合、区分記載

請求書等の交付を求められる場合があり

ます。

詳しくは人吉税務署にお尋ねください。人吉税務署（電話23−2311）※自動音声案内

軽減税率（８％）の対象品目

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説

明
会
の
ご
案
内

熱
中
症
に
は
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
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INFORMATION

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11山の日
清流フットパス＆

ちぃーっとカヤック

し尿汲み取り日 し尿汲み取り日 東地区納涼ふるさと夏祭り
（東分館）
ナイトバンジー
ナイトミュージアム

12 13 14 15 16 17 18
だごひゃご夏祭り

（北分館）

し尿汲み取り日

白滝納涼夏祭り

（西分館）

平沢津地区夏祭り

行政相談

19 20 21 22 23 24 25

し尿汲み取り日

26 27 28 29 30 31 9/1
区長会

小中学校始業式

主な行事等の詳細は五木村ホームページまで！

http://www.vill.itsuki.lg.jp
8月 の行事予定

自然が奏でる子守唄の里 五木村

川辺川の林間学校

川辺川の林間学校 住　民　健　診

のびのび子ども教室

仕
事
を
さ
れ
て
い
て
障
が
い
の

あ
る
方
を
対
象
と
し
た
職
業

訓
練
生
の
募
集
（
受
講
料
無
料
）

このようなハガキが届いたら詐欺です！

けっして相手に連絡しないでください。

１. 村内在住の方宛に、「総合消費料金に関する訴訟

最終告知」と題するハガキが届き、役場に相談が

寄せられています。

２. 大金を送金させ被害に遭われる可能性がありま

す。このようなハガキが届いても、けっして相

手に電話をしないで役場または警察に相談して

ください。

なに？？

＜実際に届けられたハガキ＞

保健福祉課
TEL 37－2214
IP：2214

お問い合わせ先

このハガキは？
平成30年度 球磨支援学校「オープンスクール」

○目的

　 　学習活動の様子を公開することで、本校の教育及び児

童生徒について理解啓発を深めてもらい、特別支援教育

における地域のセンター的役割の一環として、情報提供

等を行うことを目的としています。

○日時

　平成30年９月28日（金）

　午前９時00分から午前11時50分

○場所

　熊本県立球磨支援学校

　〒868－0501球磨郡多良木町多良木4217

○日程

○申込方法

　 　本校ホームページより申込み用紙をダウンロードの

上、９月14日（金）までにFAXか郵送にて申込み下さい。

　ホームページURL：http://sh.higo.ed.jp/kuma-s/

　※メールでの申込みは受け付けておりません。

○問い合わせ

　熊本県立球磨支援学校　教頭　土井裕三子

　TEL0966―42―3792　FAX0966―42―6938

公的機関のような

名称をかたり、金銭

を要求する架空請

求です。

受　付
自由参観

「学校紹介」
概要説明

「公開授業」
　小学部：国語・算数・自立活動
　　　　　生活単元学習
　中学部：国語・数学・自立活動
　　　　　作業学習
　高等部：保健体育・国語・数学・社会・
　　　　　理科・家庭・自立活動

各自
終了

9：00 9：30 10：00 11：50解散

パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
科

（
人
吉
校
）

▼
受
講
対
象
：
身
体（
視
覚
・
聴
覚
・

上
肢
・
下
肢
・
内
部
）、知
的
、精
神
、

発
達
、難
病
、高
次
脳
機
能

▼
定
員
：
10
名

▼
内
容
：
実
務
と
し
て
の
パ
ソ
コ

ン
操
作
が
出
来
る
知
識
と
技
術
を

習
得
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　

９
月
28
日
㈮
ま
で

▼
訓
練
期
間
：

　

平
成
30
年
11
月
１
日
㈭
か
ら 

　

平
成
31
年
１
月
31
日
㈭
ま
で

　

訓
練
は
火
曜
、木
曜
、午
後
６
時

　

30
分
よ
り
２
時
間
程
度

▼
経
費
：
テ
キ
ス
ト
代
５
，８
３
２

円（
税
込
み
）程
度

▼
訓
練
場
所

　

人
吉
市
上
薩
摩
瀬
町
１
４
７
２
―１

　

有
限
会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
内

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６-

２
９
７-

９
９
１
５

　

受
講
生
募
集
案
内
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校
」で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
行
い
ま
し
ょ
う
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発
行

日
／

平
成

30
年

８
月

1
日

発
行

／
五

木
村

役
場

編
　

集
／

総
務

課
　

印
刷

／
ソ

ー
ゴ

ー
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
ス

〒
868-0201　

 　
熊

本
県

球
磨

郡
五

木
村

甲
2672-7　

TEL0966-37-2211　
FA

X0966-37-2215

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.vill.itsuki.lg.jp　
E-m

ail info@
itsuki.kum

am
oto.jp

広
報
い
つ
き
　

N
o

.2
9

3

人
の
動
き
（
６
月
末
現
在
）

戸
籍
の
窓
口

転入 転出 出生 死亡

男 0 1 0 1

女 0 0 1 0

計 0 1 1 1
（増減 - １）

人　口 1,115人

世帯数 502世帯

６月 20日～７月 15日　届出分

ネムノキが見ごろを迎えました

　6月ごろから、村内中で開花が始まったネムノキ。大通峠に

向かう途中の「ネムノキ街道」周辺でも、今年も多くの花を咲か

せています。淡いピンクの糸状の花が、通行中のドライバーの

目を楽しませてくれます。花言葉は、「歓喜」、「安らぎ」で、夏の

季語として、多くの人に親しまれています。

〔お詫びと訂正〕　広報いつき 7月号に掲載しているトピックスに一部誤りがありました。読者の皆様ならびに関係者の皆様にご迷惑をおかけしたことを深くお詫びし、訂正させていただきます。

　　　　　　　　・本文 2行目　誤）ジュニアユース FCリリー　正）FCリリー　　・本文 6行目　誤）8人　正）低学年 8名、高学年 9名の計 17名

【おくやみ】

７月14日

豊永 林司さん （86歳）宮園

【おめでた】

７月１日

山
やまむら

村 美
み つ き

月ちゃん （一臣・比香莉）頭地


